


 

 

 

日時： 平成 24 年 12 月 1 日（土） 14 時～16 時  

場所： 大阪市立中央会館 ホール（定員 250 名）  

 大阪市中央区島之内 2-12-31（地下鉄「長

堀橋」下車 徒歩 8 分） 電話：06-6211-0630 

（中央区民センターではありません。お間違いのな

いようにお願いします） 

 

●「公園ねこサポーター」の成果と課題（報告）   

● パネルディスカッション 

 テーマ 「行政と市民の協力関係と役割分担」   

  パネリスト 

   （東京都練馬区） 

     石森 信雄 氏（東京都練馬区健康福祉事業本部） 

     亀山 嘉代 氏（練馬区地域猫推進ボランティア） 

   （兵庫県尼崎市） 

     田原 正規 氏（尼崎市健康福祉局保健部） 

     入江 昭子 氏（Ｃ．Ｏ．Ｎ副会長） 

   （福岡県福岡市） 

     椿本 聡 氏（福岡市保健福祉局生活衛生部生活衛生課） 

     鍬田 一穂 氏（NPO 法人地元再生機構理事長） 

  進 行 

     曽和 ローズ 氏 

 

参加方法： 当日会場受付。事前申し込み不要。参加費無料。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：大阪市（ゆとりとみどり振興局・健康局） 共催：公園ねこサポーター連絡会 

お問合せ  大阪市ゆとりとみどり振興局緑化推進部管理課 

      （TEL 06-6469-3822 / FAX 06-6469-3895） 

第 2 回「公園ねこについて考えるセミナー」 

【先進自治体のチャレンジに学ぶ】 -パネルディスカッション- 

 

 地域猫型の所有者不明ねこ（いわゆる野良ねこ）対策の成否は、行政と市民との協

力関係にかかっている。 

 ボランティアを登録し、行政が継続して活動に関わっていくことを制度化した東京

都練馬区、不妊手術の援助等を目的とする全国初の「尼崎市動物愛護基金」を創設し

た兵庫県尼崎市、ＮＰＯとの共働事業として、地域ねこ活動を通した地域コミュニテ

ィの活性化という「街づくり」の視点からアプローチする福岡県福岡市。 

 先進的な取り組みに挑む自治体の担当職員とその協力ボランティアをペアでお招き

し、「行政と市民の協力関係と役割分担」をテーマに、地域猫活動における行政と市民

との関わりについて、理解を深めていく。 




